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党

自民県政　
クラブ会長

染谷　　清

　
年
の
暮
れ
を
迎
え
、
お
忙
し

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
県
政
世
論
調
査
で

県
政
へ
の
要
望
で
は
、
高
齢
福

祉
や
医
療
の
充
実
が
上
位
を
占

め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
県
政
の

現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
福
祉
を
き
り
す
て
、
破
た
ん

し
て
い
る
港
や
ダ
ム
、
飛
行
場

の
建
設
に
固
執
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
こ
そ
、
住
民
の
福
祉
の

向
上
を
は
か
る
と
い
う
自
治
体

本
来
の
役
割
に
立
ち
返
る
と
き

で
す
。

　
日
本
共
産
党
は
そ
の
立
場
か

ら
、
一
一
月
に
来
年
度
予
算
に

た
い
す
る
県
民
要
望
書
を
知
事

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
第
一
は
、
暮
ら
し
と
雇
用
を

ま
も
り
、
中
小
企
業
支
援
、
商

店
街
振
興
、
農
業
の
発
展
で
地

域
経
済
の
活
性
化
を
は
か
る
こ

と
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
規

制
し
、
青
年
の
新
規
採
用
を
ふ

や
す
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。
大

型
店
の
進
出
や
撤
退
を
規
制
す

る
ル
ー
ル
づ
く
り
、
農
産
物
の

価
格
保
障
を
拡
充
し
、
「
地
産

地
消
」
の
振
興
を
す
す
め
ま

す
。

　
第
二
は
、
福
祉
・
医
療
、
教

育
の
充
実
で
す
。
全
国
の
流
れ

と
な
っ
て
い
る
就
学
前
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
保
育
所
の
待
機
児
童
の

解
消
、
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
な

ど
も
急
が
れ
ま
す
。
少
人
数
学

級
を
全
て
の
学
校
、
学
年
で
で

き
る
よ
う
と
り
く
み
ま
す
。
養

護
学
校
の
施
設
改
善
な
ど
は
最

優
先
の
課
題
で
す
。

　
第
三
は
、
県
民
の
安
全
と
環

境
を
ま
も
る
こ
と
で
す
。
神
栖

町
ヒ
素
汚
染
や
霞

浦
の
コ
イ

大
量
死
に
た
い
す
る
緊
急
対
策

が
必
要
で
す
。
危
険
性
を
増
す

東
海
再
処
理
工
場
の
操
業
停
止

を
求
め
ま
し
た
。

　
第
四
は
、
県
民
参
加
の
県
政

で
す
。
市
町
村
合
併
の
押
し
つ

け
は
や
め
さ
せ
ま
す
。
情
報
公

開
、
女
性
の
地
位
向
上
を
す
す

め
、
平
和
を
ま
も
る
自
治
体
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
ひ
き
つ
づ
き
み
な
さ
ん
と
力

を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
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改
選
後
の
本
年
一
月
、
「
自

民
県
政
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
七
名

に
て
新
会
派
を
結
成
し
、
ま
も

な
く
一
年
を
迎
え
ま
す
。

　
議
会
の
活
性
化
と
民
主
的
な

運
営
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た

本
会
派
で
す
が
、
他
会
派
の
ご

指
導
や
ご
協
力
も
賜
り
、
所
期

の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
、
意
欲

的
な
議
会
活
動
を
展
開
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
茨
城
県
の
こ
の
一
年

を
振
り
返
る
と
、
結
核
の
院
内

感
染
や
神
栖
町
の
ヒ
素
汚
染
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
新
た
な
発
覚
、
加
え

て
、
国
内
初
の
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

発
生
な
ど
、
安
全
・
安
心
社
会

を
脅
か
す
出
来
事
が
次
々
と
起

こ
り
ま
し
た
。
北
朝
鮮
の
貨
物

船
チ
ル
ソ
ン
号
の
座
礁
も
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
街
頭
犯
罪
を
は
じ
め

と
す
る
治
安
の
問
題
も
増
加
の

一
途
で
し
た
。

　
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
で
は
、
茨

城
の
も
つ
発
展
可
能
性
を
最
大

に
引
き
出
す
べ
く
諸
策
の
展
開

（
未
来
へ
の
発
展
基
盤
整
備

等
）
と
併
せ
、
県
民
誰
も
が
安

心
し
て
生
活
出
来
る
県
づ
く
り

を
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
交
通
や
情
報

基
盤
の
早
期
実
現
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
増
進
、
未
来
を
担

う
人
づ
く
り
と
な
る
教
育
の
充

実
、
そ
し
て
、
安
心
安
全
社
会

の
構
築
等
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
の
主
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
に
も
よ
り
力
を

入
れ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
達
成
の
た
め
に

は
、
三
位
一
体
の
真
の
改
革
を

国
に
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
基
幹
税
で
あ
る
所

得
税
や
消
費
税
な
ど
の
税
源
移

譲
は
、
自
立
す
る
地
方
自
治
体

確
立
の
た
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
市
町
村
の
合
併
も
、
い

よ
い
よ
正
念
場
。
国
・
県

・
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
的

確
に
役
割
を
担
う
た
め
に

も
、
強
固
な
自
治
体
を
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
常
に
研
修
を
重
ね
つ

つ
、
新
し
い
感
覚
・
感
性

に
よ
る
議
会
活
動
を
め
ざ

す
「
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
」

で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に

は
、
ご
多
忙
の
日
々
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の

一
年
、
皆
様
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
し
た
。
心
か
ら
の
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
、
先
行
き
不
透
明
感
、
混

迷
の
度
に
一
層
の
拍
車
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
の

食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
口
問

題
、
国
境
を
越
え
て
多
発
す
る

テ
ロ
事
件
、
イ
ラ
ク
、
北
朝
鮮

問
題
、
三
位
一
体
の
改
革
論
議

に
み
る
国
・
地
方
と
も
の
財
源

不
足
、
自
動
車
、
精
密
機
械
に

至
る
ま
で
の
中
国
へ
の
工
場
移

転
な
ど
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き

な
時
代
変
革
期
に
直
面
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地

方
に
」
「
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
」
は
、
小
泉
改
革
の

一
大
テ
ー
マ
で
す
が
、
国
、
地

方
あ
げ
て
の
早
急
か
つ
思
い
き

っ
た
構
造
改
革
が
迫
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
三
位
一
体
の
改
革

が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
所

得
税
や
消
費
税
な
ど
基
幹
税
目

の
地
方
へ
の
移
譲
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
と
税
源
移
譲
の

一
体
的
な
推
進
、
地
方
交
付
税

の
確
保
、
直
轄
工
事
負
担
金
の

廃
止
、
縮
減
な
ど
、
地
方
分
権

に
ふ
さ
わ
し
い
改
革

を
進
め
る
べ
き
で

す
。

　
ま
た
、
合
併
に
よ

る
市
町
村
の
行
財
政

基
盤
を
確
立
し
て
、

地
方
分
権
の
受
け
皿

づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
も
、
当
面
の
急
務

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
一
二

月
初
め
、
知
事
に
対

し
て
、
八
一
四
項
目

か
ら
な
る
予
算
要
望
を
い
た
し

ま
し
た
。
生
活
者
の
視
点
、
弱

者
の
立
場
に
立
ち
、
県
民
の
各

界
各
層
か
ら
の
意
見
・
要
望
を

集
約
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
丹
念
に

取
り
組
み
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
県
土
づ
く
り
、
地
域
社
会
づ

く
り
に
、
全
魂
こ
め
て
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
年
末
を
迎
え
お
忙
し
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
こ
の
一
年
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
戦
後
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
デ
フ
レ
の
経
済
状
況

等
、
今
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
健
康

と
安
全
を
守
る
施
策
、
活
力
あ

る
産
業
社
会
づ
く
り
、
陸
・
海

・
空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
等
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
本

県
の
有
す
る
こ
れ
ら
の
潜
在
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、
茨
城
の

実
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
そ
の
た
め
に
先

日
、
四
〇
〇
項
目
に
及
ぶ
県
政

策
要
望
を
提
出
し
、
そ
の
実
現

に
む
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
の
活
性
化
に
む
け
て
、

日
本
を
リ
ー
ド
す
る
科
学
技
術

立
県
を
め
ざ
す
指
針
づ
く
り
、

雇
用
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

へ
の
再
生
支
援
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
、
雇
用
相
談

か
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業

紹
介
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
整
備
等
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
の
暮
ら

し
を
送
る
た
め
に
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
指
針

を
具
体
的
に
推
進
し
、
さ
ら
に

安
心
し
て
食
生
活
が
送
れ
る
よ

う
総
合
的
な
安
全
対
策
、
高
度

医
療
の
導
入
等
に
努
め
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
県
域
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
県
内
全
域
展
開
、
構
造
改
革

特
区
の
推
進
、
新
し
い
エ

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定
、

元
気
あ
る
農
業
の
確
立
、

地
球
環
境
の
保
全
、
学
校

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
県
民
生
活

に
新
し
い
豊
か
さ
が
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
つ
よ
い

茨
城
を
会
派
全
員
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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合
併
を
支
援
す
る
道
路
整
備
は
市
町
村
道
と
し
て
特
例
債
活
用

若
者
の
就
職
へ
の
取
り
組
み
は
企
業
実
習
の
機
会
を
拡
大

質問者

県
民
生
活
の
課
題
質
す

一般質問〈２―３面〉（要旨）
　
第
四
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
六
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
県
民
の
生
活
に
か
か
わ
る
県
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。

　
主
な
質
問
の
内
容
は
、
市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
幹
線
道

路
の
整
備
手
法
や
農
業
改
革
の
取
り
組
み
、
も
の
づ
く
り
精

神
の
継
承
と
若
者
の
就
職
に
向
け
た
取
り
組
み
、
日
立
市
で

実
施
さ
れ
た
高
速
道
路
料
金
を
割
引
き
し
て
一
般
道
の
渋
滞

緩
和
の
効
果
を
検
証
す
る
社
会
実
験
の
経
過
と
展
開
、
県
北

西
部
の
中
核
病
院
の
整
備
、
畜
産
と
栽
培
農
家
と
の
連
携
に

よ
る
土
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
県
北
過
疎
地
域
の
振
興
策
、

県
北
山
間
部
農
業
振
興
の
た
め
の
農
産
物
直
売
所
の
活
性
化

策
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
被
害
の
養
殖
コ
イ
生
産
者
へ

の
支
援
策
、
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
今
後
の
対

応
、
民
間
人
の
校
長
登
用
の
取
り
組
み
、
遺
伝
子
組
換
え
農

作
物
の
栽
培
指
針
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

一般質問調査特別委市町村合併を支援する道路整備手法などを質す本県産業活性化の方策をとりまとめ
第
四
回
定
例
会
の
概
要

　
平
成
一
五
年
第
四
回
定
例
会
は
、
一
一
月
二
五
日

か
ら
一
二
月
九
日
ま
で
、
一
五
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
茨
城
県

核
燃
料
等
取
扱
税
条
例
な
ど
、
議
員
か
ら
は
政
府
系

金
融
機
関
に
お
け
る
民
間
金
融
機
関
を
補
完
し
協
調

す
る
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
幹
線

道
路
の
整
備
手
法
、
も
の
づ
く
り
精
神
の
継
承
と
若

者
の
就
職
に
向
け
た
取
り
組
み
、
県
北
西
部
地
域
中

核
病
院
の
整
備
、
県
北
過
疎
地
域
の
振
興
対
策
、
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
被
害
の
養
殖
コ
イ
生
産
者
支

援
策
、
民
間
人
校
長
登
用
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
（
二
・
三
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

県
有
地
の
分
譲
方
法
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
消
防
本

部
の
広
域
再
編
の
枠
組
み
、
知
的
障
害
者
施
設
の
整

備
方
針
、
養
殖
コ
イ
大
量
死
問
題
で
の
国
へ
の
要

望
、
筑
西
幹
線
道
路
の
古
河
総
和
地
区
の
ル
ー
ト
決

定
見
通
し
、
家
庭
の
教
育
力
の
回
復
な
ど
の
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
四
・
五
面
に
掲
載
）

　
産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
本
県
産
業

の
課
題
を
踏
ま
え
て
来
年
度
か
ら
取
り
組
む
べ
き
諸

方
策
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
（
六
面
に
掲
載
）

　
決
算
特
別
委
員
会
の
平
成
一
四
年
度
県
公
営
企
業

会
計
決
算
の
認
定
に
か
か
る
審
査
結
果
が
、
最
終
日

の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
（
八

面
に
掲
載
）

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
条
例
、
意
見
書
な
ど
二

二
の
議
案
が
可
決
、
認
定
、
承
認
、
答
申
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
（
四
・
五
・
六
面
に
掲
載
）

飯塚秋男（自　由　民　主　党）

今　一男（民主清新クラブ）

黒部博英（自　由　民　主　党）

綿引久男（自　由　民　主　党）

坪井　透（自　由　民　主　党）

小川一成（自　由　民　主　党）

　
議
員
（
自
民
）
　
市
町
村
合

併
を
支
援
す
る
う
え
で
広
域
的

な
機
能
を
有
す
る
幹
線
道
路
の

整
備
は
非
常
に
優
先
度
が
高

い
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お

け
る
効
果
的
な
幹
線
道
路
の
整

備
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
知
事
　
合
併
建
設
計
画
に
お

い
て
、
幹
線
道
路
を
市
町
村
道

と
位
置
付
け
、
合
併
特
例
債
を

活
用
す
る
こ
と
が
早
期
完
成
の

た
め
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

そ
の
際
、
県
と
し
て
は
、
市
町

村
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う

事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
な

ど
の
仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。

　
議
員
　
農
業
改
革
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
農
政
の

仕
組
み
を
生
産
現
場
提
案
型
に

転
換
し
、
農
業
者
や
産
地
か
ら

の
提
案
を
施
策
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
具
体
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
知
事
　
畑
地
整
備
の
誘
導
・

啓
発
や
、
い
ば
ら
き
農
産
物
ネ

ッ
ト
カ
タ
ロ
グ
の
登
録
数
の
拡

大
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
単
補
助
事
業
の
整
理
統

合
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
盛
り
込
ん
だ
茨
城
農
業
改
革

大
綱
を
策
定
し
、
改
革
を
着
実

に
推
進
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
梨
の
生
産
振
興
、

小
貝
川
・
鬼
怒
川
間
の
治
水
対

策
な
ど
も
質
問
）

ホテルのレストランで就業体験

　
議
員
（
民
清
ク
）
　
も
の
づ

く
り
精
神
を
継
承
し
、
若
者
の

就
職
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

就
職
希
望
と
仕
事
内
容
や
職
場

実
態
の
か
い
離
を
防
ぎ
、
中
小

企
業
の
体
験
機
会
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
企

業
実
習
と
学
校

で
の
教
育
・
職

業
訓
練
を
組
み

合
わ
せ
職
業
人

を
育
成
す
る
日

本
版
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
も
視

野
に
入
れ
た
県

の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
商
工
労
働
部

長
　
就
業
体
験

の
受
入
先
を
拡

大
し
、
就
職
希

望
の
高
校
生
に
は
全
員
就
業
体

験
を
実
施
し
て
い
る
。
日
本
版

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
も
来
年
度

か
ら
の
実
施
に
向
け
国
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
議
員
　
日
立
市
内
の
一
般
道

の
渋
滞
緩
和
等
の
効
果
を
検
証

す
る
た
め
、
常
磐
道
の
通
行
料

金
を
割
引
く
社
会
実
験
の
経
過

と
展
開
を
伺
う
。

　
土
木
部
長
　
常
磐
道
の
交
通

量
は
実
験
前
よ
り
途
中
経
過
で

約
一
一
％
増
加
し
、
市
内
で
は

調
査
区
間
の
到
達
時
間
が
短
縮

さ
れ
信
号
待
ち
が
減
る
な
ど
、

良
好
な
結
果
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
高
速
道
路
の
よ
り
良

い
活
用
策
を
国
・
道
路
公
団
・

日
立
市
と
協
議
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
と
環

境
学
習
の
推
進
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
防
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

Administrator
３面へ




